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街の専門医

『
血
小
板
を
使
っ
た

  

関
節・皮
膚
の
再
生
医
療
』

街の専門医今月の担当医
椿
田
医
院

小
林
信
也 

氏

■
医
師
デ
ー
タ

小
林
信
也
。
１
９
９
６
年
、
富
山
医
科
薬

科
大
学
医
学
部
卒
。
同
年
、
新
潟
大
学
整

形
外
科
・
形
成
外
科
入
局
。
関
連
病
院
勤

務
な
ど
を
経
て
こ
の
10
月
か
ら
椿
田
医
院

か
ん
せ
つ
・
肌
再
生
医
療
部
部
長
。
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整形外科・漢方内科・内科
診療時間
9：00～12：30
14：00～17：30

月
◯ ◯ ◯◯ ◯
◯ ◯ ◯ ◯

火 水 木 金
◯
土
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椿田医院
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て
い
ま
す
が
、
血
管
が
な
い
関
節
面
や

加
齢
な
ど
で
衰
え
た
表
皮
な
ど
は
、
自

己
再
生
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
一
般
的

に
、
変
形
性
関
節
症
や
し
わ
治
療
等
で

は
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
や
コ
ラ
ー
ゲ
ン
で
の

充
填
療
法
が
漫
然
と
行
わ
れ
て
お
り
、

各
学
会
で
も
警
鐘
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

欧
米
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
Ｐ
療
法
で
の
再

生
医
療
は
、
こ
の
分
野
を
席
巻
し
て
い

ま
す
。

　

例
を
挙
げ
る
と
、
欧
米
の
整
形
外

科
学
会
で
は
変
形
性
関
節
症
の
治
療

に
お
い
て
、
Ｐ
Ｒ
Ｐ
療
法
が
、
人
工
膝

関
節
置
換
術
と
同
等
の
グ
レ
ー
ド
Ａ

（
強
く
推
奨
さ
れ
る
）
と
さ
れ
て
お
り
、

米
国
整
形
外
科
会
議
や
国
内
の
日
本

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
学
会
で
も
、
ヒ
ア

ル
ロ
ン
投
与
を
漫
然
と
投
与
す
る
こ
と

は
推
奨
し
て
い
ま
せ
ん
。
国
内
で
も
ア

ス
リ
ー
ト
の
治
療
、
変
形
性
関
節
症
の

治
療
、
美
容
の
治
療
と
し
て
、
研
究
施

設
を
中
心
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｒ
Ｐ
療
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
人
工

関
節
置
換
術
や
靱
帯
損
傷
の
再
建
手

術
な
ど
に
比
べ
て
簡
便
に
な
っ
た
こ
と

で
す
。
従
来
は
、
製
剤
精
製
に
３
週
間

程
度
か
か
り
、
品
質
や
安
全
性
に
懸
念

が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
院
で
は
10
分
程

度
で
精
製
し
、
当
日
に
治
療
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
そ
の
懸
念
を
解

消
し
て
い
ま
す
。自
己
血
を
使
う
た
め
、

副
反
応
の
心
配
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
無

痛
処
置
を
し
て
い
ま
す
。
治
療
直
後
の

疼
痛
緩
解
は
「
過
去
治
療
で
経
験
の

な
い
鎮
痛
効
果
」
と
の
お
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
例
に
エ
コ
ー

評
価
し
、
適
正
投
与
を
行
っ
て
い
る
た

め
、
肌
治
療
の
よ
り
高
い
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

こ
の
Ｐ
Ｒ
Ｐ
療
法
は
自
由
診
療
で
す

が
、
厚
生
労
働
省
の
認
可
を
受
け
た
医

療
機
関
で
し
か
行
え
ま
せ
ん
。
本
邦
で

は
ま
だ
数
が
少
な
く
、
本
県
の
民
間
医

療
機
関
で
、
関
節
や
肌
の
再
生
治
療

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
当
院
だ
け

で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
」（
談
）

　
本
来
再
生
す
る
こ
と
が
な
い
部
位
の

組
織
が
再
生
す
る
の
だ
か
ら
、
夢
の
よ

う
な
治
療
と
言
え
る
。
将
来
、
保
険
適

応
に
な
れ
ば
わ
が
国
で
も
急
速
に
浸
透

す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
変
形
の
進
行
は

待
っ
て
く
れ
な
い
の
で
、
今
困
っ
て
い
る

人
は
小
林
先
生
に
相
談
し
て
み
て
は
。

　
ひ
じ
や
膝
な
ど
関
節
の
治
療
や
肌
の

し
み
取
り
、
し
わ
取
り
薄
毛
治
療
な
ど

で
近
年
、
注
目
を
浴
び
て
い
る
の
が
多

血
小
板
血
漿
（
自
己
血
）
を
使
っ
た
再

生
療
法
だ
。
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
な
ど

の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
か
ら
運
動
を
楽

し
み
た
い
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
、
美
し

さ
を
保
ち
た
い
ご
婦
人
ま
で
愛
好
者
が

多
い
再
生
治
療
と
は
。

　
解
説
は
こ
の
治
療
の
国
内
第
一
人

者
、
椿
田
医
院
の
小
林
信
也
医
師
に
お

願
い
し
た
。

「
血
小
板
か
ら
精
製
し
た
再
生
因
子
で
、

関
節
や
肌
の
再
生
を
行
う
治
療
を
多

血
小
板
血
漿
療
法
（
以
下
・
Ｐ
Ｒ
Ｐ
療

法
）
と
い
い
ま
す
。（
図
１
参
照
）

　

血
小
板
は
様
々
な
再
生
因
子
を
含

み
、
傷
が
治
る
な
ど
の
再
生
に
作
用
し
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